
理
」「
政
治
・
経
済
」
の
５
科
目
が
、
理
科

は
「
生
物
基
礎
」「
地
学
基
礎
」「
物
理
基
礎
」

「
化
学
基
礎
」
の
４
科
目
が
必
修
で
あ
る
。

そ
の
意
図
を
武
内
校
長
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
大
学
入
試
に
関
係
す
る
科
目
だ
け
を

選
び
、
学
ば
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
大
切
な
の
は
、
生

徒
を
大
学
に
合
格
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、

そ
の
先
で
活
躍
で
き
る
力
を
つ
け
さ
せ
る

こ
と
で
す
」

　

こ
の
全
科
目
履
修
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

幅
広
い
視
野
を
持
ち
、
異
な
る
領
域
の
知

識
・
技
能
を
結
び
つ
け
な
が
ら
、
新
し
い

価
値
を
紡
ぎ
出
せ
る
力
を
育
む
こ
と
が
ね

ら
い
だ
。

　

一
方
、
学
校
行
事
で
は
、
５
月
の
体
育

大
会
、
６
月
の
合
唱
祭
、
９
月
の
星
陵
祭

（
文
化
祭
）
が
３
大
行
事
で
あ
り
、
受
験
を

間
近
に
控
え
た
３
年
生
も
全
員
参
加
す
る
。

そ
れ
ら
の
行
事
を
通
じ
て
、
生
徒
は
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
重
要
な
資
質
で
あ
る
「
他

者
と
協
力
し
な
が
ら
物
事
を
遂
行
し
て
い

く
力
」
や
、「
主
体
性
を
発
揮
し
な
が
ら
課

題
を
解
決
し
て
い
く
力
」
な
ど
を
身
に
つ

け
て
い
く
。

　

例
え
ば
、
星
陵
祭
で
は
ク
ラ
ス
単
位
で

演
劇
を
行
う
の
が
伝
統
で
あ
り
、
脚
本
の

選
定
か
ら
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
演
出
、
セ
ッ

ト
の
製
作
ま
で
、
す
べ
て
生
徒
が
自
分
た

　

２
０
０
１
年
度
に
東
京
都
か
ら
進
学
指

導
重
点
校
の
指
定
を
受
け
て
以
来
、
長
年

に
わ
た
っ
て
学
校
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

た
東
京
都
立
日
比
谷
高
校
。
東
京
大
学
合

格
者
数
が
数
名
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た

低
迷
期
か
ら
の
脱
却
を
遂
げ
、
近
年
は
超

難
関
国
立
大
学
の
合
格
者
数
に
お
い
て
目

覚
ま
し
い
実
績
を
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
、
多
様
な
価
値

観
を
持
っ
た
人
々
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
困

難
な
課
題
の
解
決
策
を
見
い
だ
し
、
新
た

な
知
を
創
造
し
て
い
く
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
、
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
武
内
彰
校
長
は
次
の

よ
う
に
語
る
。

　
「
高
く
て
丈
夫
な
木
は
、
し
っ
か
り
し
た

土
台
が
あ
っ
て
こ
そ
育
ち
ま
す
。
本
校
の

役
割
は
、
生
徒
が
将
来
、
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
た
め
の
土
台
づ
く
り
を
行
う

こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
の
た
め
に
同
校
が
重
視
し
て
い
る
の

が
、「
教
科
学
習
と
学
校
行
事
の
充
実
」
の

追
究
だ
。ま
ず
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
、

履
修
科
目
数
の
多
さ
に
あ
る
。
文
系
・
理

系
い
ず
れ
の
生
徒
も
、
地
理
歴
史
・
公
民

は「
日
本
史
Ｂ
」「
地
理
Ｂ
」「
世
界
史
Ｂ
」「
倫

東京都立日比谷高校

「ゼロからイチを創る」経験を
積ませながら

リーダーとしての土台を築く
新学習指導要領や高大接続改革を受けて、資質・能力の育成が改めて重視されている中、

世界や日本、地域のリーダーを輩出し続けている学校はどのような考えの下、教育活動を行っているのか。
教科学力とともに、思考力や主体性などの汎用的な力の育成を、学校教育の中で意識して行っている、

東京都立日比谷高校の取り組みを紹介する。

S P E C I A L  R E P O R T

特別リポート

次代のリーダーを育む指導のあり方 　1

幅
広
い
科
目
を
履
修
さ
せ
、

学
校
行
事
に
も
力
を
注
ぐ
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ち
で
考
え
、
準
備
す
る
。
と
り
わ
け
３
年

生
は
、
２
年
次
か
ら
３
年
次
へ
の
進
級
時

に
ク
ラ
ス
替
え
が
な
い
た
め
、
２
年
次
の

星
陵
祭
が
終
わ
っ
た
時
点
か
ら
、
受
験
勉

強
と
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
翌
年
の
星

陵
祭
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
。
そ

の
よ
う
に
し
て
創
り
上
げ
ら
れ
た
舞
台
は
、

毎
年
、
観
る
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
感
動
的

な
も
の
に
な
る
と
い
う
。

　

同
校
が
重
視
す
る
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
を

育
て
る
教
育
は
、
単
に
全
科
目
履
修
型
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
仕
組
み
や
、
学
校
行

事
な
ど
の
場
を
設
定
す
れ
ば
実
現
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
２
学
年
主
任
の
臼
田
浩
一

先
生
は
、「
最
も
大
切
な
の
は
、
本
校
に
根

づ
く
哲
学
」
と
語
る
。

　
「
本
校
に
は
、
教
師
が
何
か
を
教
え
込
む

の
で
は
な
く
、
生
徒
が
自
分
で
す
べ
き
こ

と
や
方
法
を
考
え
、
主
体
的
に
物
事
に
取

り
組
ん
で
い
く
『
自
主
・
自
律
』
や
、
何

も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
自
分
た
ち
で
物
事
を

切
り
拓
い
て
い
く
『
ゼ
ロ
か
ら
イ
チ
を
創

る
』
こ
と
を
尊
ぶ
校
風
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
校
風
が
、
本
校
の
様
々
な
取
り
組
み
を

貫
く
哲
学
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
」

　
「
自
主
・
自
律
」
や
「
ゼ
ロ
か
ら
イ
チ
を

創
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
教
師
も
生
徒
も

合
言
葉
の
よ
う
に
共
有
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
生
徒
が
「
自
主
・
自
律
」
を
発
揮
し
、

「
ゼ
ロ
か
ら
イ
チ
を
創
る
」
機
会
が
学
校
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
設
け
ら
れ
て
お
り
、

生
徒
は
、
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
中
で
、
リ
ー

ダ
ー
に
必
要
な
主
体
性
や
、
新
し
い
価
値

を
創
造
す
る
力
を
鍛
え
上
げ
て
い
く
。

　

例
え
ば
、
同
校
は
、
文
部
科
学
省
か
ら

は
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）、
東
京
都
か
ら
は
先
導
的
に
国

際
理
解
教
育
を
行
う
都
立
高
校
と
し
て「
東

京
グ
ロ
ー
バ
ル
10
」
の
指
定
を
受
け
て
い

る
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
も「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
10
」も
、

国
内
外
の
多
彩
な
分
野
の
専
門
家
を
招
い

た
講
演
会
や
、
生
徒
が
取
り
組
ん
だ
研
究

や
活
動
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
機
会
が
数
多
く
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
企
画
・
運
営
す
る
の
は
、「
Ｓ
Ｓ
Ｈ

生
徒
委
員
会
」
と
「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
10

生
徒
委
員
会
」
の
委
員
で
あ
る
生
徒
た
ち

だ
。
委
員
が
自
分
た
ち
で
当
日
の
段
取
り

を
考
え
、準
備
を
し
、司
会
進
行
も
務
め
る
。

学
校
と
し
て
は
、
少
々
の
失
敗
は
織
り
込

み
済
み
で
あ
り
、
失
敗
を
糧
に
生
徒
が
成

長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

赤青白黄の４つの団
に分かれて騎馬戦や
リレーなどの熱戦が
繰り広げられる体育
大会。実行委員は柔
剣道大会、球技大会
を含めて早くから計
画を立て、ビジョン
を持って行事を運営
していく。

東
京
都
立
日
比
谷
高
校

◎
創
立
１
３
０
年
余
り
の
伝
統
あ
る
進
学
校
。
教
育

目
標
に
「
自
立
的
人
格
」「
学
習
と
教
養
」「
責
任
と

協
調
」「
心
身
の
健
康
」「
文
化
と
平
和
」
を
掲
げ
る
。

「
自
主
・
自
律
」
の
校
風
が
受
け
継
が
れ
、
国
際
社

会
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
数
多
く
輩
出
し
て
き

た
。
２
０
０
１
年
度
か
ら
東
京
都
「
進
学
指
導
重
点

校
」、
07
年
度
か
ら
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
指
定
校
、
15
年
度
か
ら

東
京
都
「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
10
」
指
定
校
。

◎
設
立　

１
８
７
８
（
明
治
11
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
お
茶
の
水
女

子
大
、
東
京
大
、
東
京
医
科
歯
科
大
、
東
京
工
業
大
、

京
都
大
な
ど
に
１
５
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶

應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
法
政
大
、
明

治
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
７
１
６
人
が
合
格
。

◎U
R
L　

h
ttp
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w
w
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e
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.

tokyo.jp

東
京
都
立
日
比
谷
高
校

齋
藤
東
彦
　
さ
い
と
う
・
は
る
お

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年

目
。進
路
指
導
部
主
任
。「
生
徒
が
可
能
性

を
諦
め
ず
引
き
出
せ
る
環
境
を
つ
く
る
」

東
京
都
立
日
比
谷
高
校

中
村
隆
道
　
な
か
む
ら
・
た
か
み
ち

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年

目
。
英
語
科
主
任
。
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業

部
。「
限
り
な
い
可
能
性
を
伝
え
る
」

東
京
都
立
日
比
谷
高
校

臼
田
浩
一
　
う
す
だ
・
ひ
ろ
か
ず

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
15
年

目
。
２
学
年
主
任
。「
生
徒
の
可
能
性
を

引
き
出
し
、そ
の
場
を
つ
く
り
運
営
す
る
」

東
京
都
立
日
比
谷
高
校
　
校
長

武
内
　

彰
　
た
け
う
ち
・
あ
き
ら

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年

目
。「
生
徒
の
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
が
最
優
先
で
あ
る
」

５月　体育大会

６月　合唱祭

９月　星陵祭

体育大会が終わる
と、合唱委員会の企
画で全クラス参加の
合唱祭の準備が進め
られる。課題曲はな
く、クラスごとに選
曲。音楽的に深く研
究して豊かな歌声を
響かせる。

全クラスの演劇と文
化部の発表が中心と
なる星陵祭。演劇の
準備は夏休み前の脚
本選びに始まり、休
み中は稽古や大道具
作りに精を出す。観
劇には整理券が必要
なほど、毎年大盛況
となる。

「
自
主
・
自
律
」
と

「
ゼ
ロ
か
ら
イ
チ
を
創
る
力
」

日比谷高校の３大行事
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
は
、
大
学
と
連
携
し
な
が
ら

課
題
研
究
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
際
も
、

大
学
主
導
で
は
な
く
、
生
徒
が
自
分
で
興

味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
ゼ
ロ
か
ら
見
つ
け
出

し
、
取
り
組
む
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
ゼ
ロ
か
ら
イ
チ
を
創
る
」
姿

勢
を
具
現
化
し
て
い
る
の
は
、
生
徒
だ
け

で
は
な
い
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
は
ア
メ
リ
カ
西
海

岸
・
ハ
ワ
イ
島
海
外
派
遣
研
修
が
、「
東
京

グ
ロ
ー
バ
ル
10
」で
は
ボ
ス
ト
ン･

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
海
外
派
遣
研
修
（
そ
れ
ぞ
れ
２
年

生
か
ら
12
人
を
選
抜
し
て
派
遣
）
が
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
研
修
先
は
、

同
校
の
教
師
が
開
拓
し
て
い
る
。
英
語
科

主
任
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
部
部
長
を
務

め
る
中
村
隆
道
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　
「
ボ
ス
ト
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
研
修
で
は
、

世
界
的
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
ア
ス
ペ

ン
研
究
所
を
訪
ね
、
食
料
問
題
に
関
す
る

専
門
家
の
前
で
、
生
徒
が
こ
の
問
題
に
つ

い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
場
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
実
現
し
た
の
は
、
私
と
も
う

１
人
の
担
当
教
師
が
、
飛
び
込
み
に
近
い

形
で
研
究
所
を
訪
問
し
、
こ
ち
ら
の
思
い

を
粘
り
強
く
伝
え
る
こ
と
で
、
相
手
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
教
師
も

ゼ
ロ
か
ら
イ
チ
を
創
り
出
し
て
い
く
わ
く

わ
く
感
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
教
師
の
姿
は
、
生
徒
に
も
大

い
に
刺
激
を
与
え
て
い
る
。
教
師
が
研
修

先
の
開
拓
に
苦
労
し
て
い
る
時
に
は
、「
先

生
、こ
う
し
て
み
た
ら
ど
う
で
す
か
？
」と
、

一
緒
に
ゼ
ロ
か
ら
イ
チ
を
創
ろ
う
と
す
る

生
徒
も
出
て
く
る
の
だ
と
い
う
。

　

進
路
指
導
部
主
任
の
齋
藤
東は

る

彦お

先
生
は
、

「
自
主
・
自
律
」
や
「
ゼ
ロ
か
ら
イ
チ
を
創

る
」
こ
と
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
生
徒
が

物
事
に
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、
思
考
力

や
表
現
力
が
鍛
え
ら
れ
て
い
く
と
い
う
。

　

教
師
が
い
つ
も
生
徒
に
語
り
か
け
て
い

る
の
は
、「
難
し
い
課
題
に
直
面
し
た
時
に

は
、
１
週
間
で
も
２
週
間
で
も
と
こ
と
ん

考
え
な
さ
い
。
そ
し
て
、
自
分
の
力
で
解

決
で
き
た
も
の
を
１
つ
で
も
多
く
増
や
し

な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
る
分
野
で

考
え
を
突
き
詰
め
る
経
験
を
す
る
こ
と
は
、

ほ
か
の
分
野
に
臨
む
際
に
も
プ
ラ
ス
に
作

用
す
る
。

　
「
例
え
ば
、
私
の
担
当
教
科
は
数
学
で
す

が
、当
然
、数
学
が
苦
手
な
生
徒
も
い
ま
す
。

本
校
の
生
徒
に
は
、
そ
の
苦
手
な
部
分
を

他
分
野
で
身
に
つ
け
た
『
粘
り
強
く
考
え

る
力
』
を
駆
使
す
る
こ
と
で
補
お
う
と
す

る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

生
徒
に
は
、
幅
広
い
科
目
や
様
々
な
学
校

行
事
に
取
り
組
ま
せ
、
ど
ん
な
場
面
に
お

い
て
も
粘
り
強
く
考
え
抜
く
経
験
を
さ
せ

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
の
で
す
」（
齋
藤

先
生
）

　

多
様
な
経
験
を
積
む
こ
と
は
、
生
徒
自

身
も
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
自
分
の
可
能

性
を
発
見
す
る
機
会
に
も
な
る
。
同
校
の

多
く
の
活
動
は
、生
徒
同
士
の
協
働
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
。
す
る
と
、
チ
ー
ム
の
中
で

あ
る
役
割
を
引
き
受
け
た
り
、
ほ
か
の
生

SSHの主な活動

全校生徒が対象であり、文系・理系にかかわらず、自主的に希望す
れば誰でも参加できる。
• 高大連携、産学連携に向けた活動
ＳＳＨ特別講演会や大学教授による出張授業、研究室訪問・研究
体験、企業講演・工場見学、創造性を育む探究的な授業の指導法
の開発

• 国際化に向けた活動
海外の大学・企業との交流や連携、アメリカ西海岸・ハワイ島海外
派遣研修、英語による各種講演会、生徒の英語によるプレゼンテー
ション

• 生徒による課題研究活動の推進
各種研究発表会参加、科学オリンピック・コンテストなどへの積極
的な参加

「東京グローバル10」の主な活動

•ボストン・ニューヨーク海外派遣研修
マサチューセッツ工科大学やハーバード大学などを訪れ、講義の
受講や在学生との交流などを行う。

•ＡＬＴ及びＪＥＴの英語指導員の特別配置
•アスペン研究所・メキシコ大使館・ニュージーランド大使館・東京

医科歯科大学など外郭団体との連携
日本やアメリカなどの教授や研究者から直接指導を受け、プレゼ
ンテーションなども行う。

•ハーバードクラブなどの講演会
• ニ ュ ー ジ ー ラ ンド の Columba College、 韓 国 の Michuhol 

Foreign Language High School との姉妹校提携

２年生から12 人を
選抜し、アメリカ海
外研修を行う。卒
業生のネットワーク
を活用し、シリコン
バレーや国立天文
台ハワイ観測所な
ど、海外の最先端
を見学する。

２年生から12 人を
選抜して行われるア
メリカ海外派遣研修
では、国連本部や
ハーバード大学など
を訪れるとともに、
アスペン研究所でプ
レゼンテーション研
修を行っている。

図 SSHと「東京グローバル10」の主な活動

自
分
で
解
決
し
た
も
の
を

１
つ
で
も
多
く
増
や
し
て
い
く
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徒
か
ら
「
○
○
さ
ん
は
こ
う
い
う
の
が
得

意
だ
よ
ね
」
と
指
摘
を
受
け
た
り
す
る
中

で
、
そ
の
生
徒
の
隠
れ
た
長
所
が
引
き
出

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
も
う
１
つ
鍛
え
ら
れ
て
い
く

の
が
、
表
現
力
で
あ
る
。
同
校
で
は
Ｓ
Ｓ

Ｈ
や
「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
10
」
を
中
心
に
、

生
徒
が
自
身
の
活
動
や
研
究
を
、
日
本
語

や
英
語
で
発
表
す
る
機
会
が
多
く
設
定
さ

れ
て
い
る
。
自
分
が
ゼ
ロ
か
ら
見
つ
け
て

取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ
で
あ
る
だ
け
に
、
生

徒
は
少
し
で
も
自
分
の
思
い
を
聞
き
手
に

伝
え
よ
う
と
、
入
念
に
準
備
を
し
て
本
番

に
臨
む
。
自
然
と
発
表
は
熱
を
帯
び
、
深

い
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
経
験

を
積
む
中
で
、
表
現
力
も
高
ま
っ
て
い
く

の
だ
。

　

同
校
が
、
今
後
も
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目

標
と
す
る
質
の
高
い
教
育
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
教
師
の
指
導
力
の
向
上
や
、
学

校
全
体
で
の
意
識
の
共
有
が
必
須
と
な
る
。

　
「
中
で
も
大
切
な
の
は
、
授
業
の
質
を
上

げ
る
こ
と
で
す
。
授
業
の
中
で
、
生
徒
に

考
え
さ
せ
る
場
面
や
、
仲
間
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
自
分
の
意
見
を
発
信
さ
せ
る
場

面
を
、
い
か
に
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
か

に
よ
っ
て
、
生
徒
の
思
考
力
や
表
現
力
は

大
き
く
違
っ
て
き
ま
す
」（
武
内
校
長
）

　

そ
の
た
め
、
武
内
校
長
は
、
70
数
人
の

全
教
師
の
授
業
観
察
を
年
２
回
行
っ
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
教
師
一
人
ひ
と
り
と
面

談
し
、
授
業
に
つ
い
て
助
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
指
導
力
の
高
い
教
師
を
３
人
指
名

し
、
そ
の
授
業
を
ほ
か
の
教
師
に
見
学
し

て
も
ら
い
、
そ
こ
で
得
た
気
づ
き
や
、
同

校
と
し
て
の
授
業
の
あ
り
方
を
話
し
合
う

場
も
設
け
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
生
徒
に

行
っ
た
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
５

年
前
は
60
％
台
だ
っ
た
授
業
へ
の
肯
定
度

が
、
16
年
度
に
は
80
％
を
超
え
た
と
い
う
。

　

教
師
間
の
指
導
体
制
の
一
体
化
と
い
う

点
で
は
、
進
路
指
導
部
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
進
路
指
導
の
み
な
ら
ず
、

各
学
年
団
や
教
科
団
と
連
携
し
な
が
ら
、

教
科
指
導
の
あ
り
方
に
ま
で
進
路
指
導
部

が
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
「
進
路
指
導
部
が
学
校
全
体
を
引
っ
張
る

核
と
な
る
こ
と
で
、
生
徒
の
進
路
実
現
と

い
う
目
標
に
向
け
て
、
学
年
も
教
科
も
統

一
感
を
持
っ
て
指
導
に
あ
た
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
本
校
は
そ
れ
が
で
き
て
い
る
と

自
負
し
て
い
ま
す
」（
齋
藤
先
生
）

　

同
校
で
は
、
進
路
指
導
部
と
３
学
年
団
、

前
年
度
卒
業
学
年
団
が
中
心
と
な
り
、
全

教
師
が
参
加
す
る
進
学
指
導
検
討
会
を
春

と
秋
に
実
施
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
４
月

と
６
月
、
10
月
と
11
月
の
２
回
ず
つ
行
う
。

　

１
回
目
は
、
卒
業
学
年
が
行
っ
た
取
り

組
み
が
模
試
の
成
績
推
移
や
進
路
実
績
に

ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
た
か
を
分
析
し
、

各
学
年
の
課
題
を
出
し
合
う
。
各
学
年
団

の
教
科
担
当
は
、
そ
の
課
題
を
持
ち
帰
っ

て
教
科
指
導
の
改
善
策
を
立
て
、
進
路
指

導
部
に
提
出
。
進
路
指
導
部
は
、
そ
の
内

容
で
校
長
に
確
認
を
取
っ
た
上
で
（
そ
の

際
、見
直
し
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
）、

冊
子
に
ま
と
め
る
。
そ
し
て
、
２
回
目
の

検
討
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
善
策
に
つ
い

て
全
教
師
で
議
論
す
る
。
こ
う
し
た
進
学

指
導
検
討
会
の
議
論
を
経
て
、
教
科
シ
ラ

バ
ス
を
作
成
し
て
い
る
。

　
「
進
学
指
導
検
討
会
で
出
て
き
た
考
え
方

の
１
つ
に
、『
下
限
』
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
『
進
研
模

試
』
で
言
え
ば
、
偏
差
値
70
だ
と
東
京
大

学
は
Ｅ
判
定
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
本

校
の
卒
業
生
の
成
績
の
推
移
を
分
析
し
た

際
に
、あ
る
時
期
ま
で
は
偏
差
値
が
70
だ
っ

た
と
し
て
も
、３
年
生
後
半
の
伸
び
に
よ
っ

て
合
格
し
た
生
徒
が
数
多
く
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
偏
差
値
70
を

下
限
と
し
て
、
こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
安
と
し
た
教
科
指
導
を
し
て
い
こ
う
と
、

教
師
間
の
意
識
の
共
有
化
が
で
き
て
い
ま

す
」（
齋
藤
先
生
）

　

ま
た
、
同
校
で
は
16
年
度
、
ベ
ネ
ッ
セ

の
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
─

Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
（
＊
）」

（
以
下
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
を
１
年
生
で
実
施
し
た
。

17
年
度
も
１
・
２
年
生
で
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。
同
校
で
は
、
模
試
の
結
果
分

析
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
っ

て
、
い
わ
ゆ
る
「
見
え
な
い
学
力
」
と
言

わ
れ
て
き
た
資
質
・
能
力
も
含
め
て
生
徒

の
学
力
を
正
確
に
把
握
し
、
教
師
間
で
そ

れ
を
共
有
化
す
る
こ
と
で
、
教
育
の
質
の

向
上
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ら
の
思
考
力
は
、
２
０
２
０
年
度

に
始
ま
る
『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
で

求
め
ら
れ
る
力
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
求
め
ら
れ
る
力
で
も
あ
り
ま
す
。
昨

年
度
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
は
、
本
校
の
１
年
生
は

相
対
的
に
批
判
的
思
考
力
が
弱
い
と
い
う

結
果
が
出
ま
し
た
。
こ
う
し
た
結
果
を
教

師
間
で
共
有
し
、
授
業
に
お
け
る
探
究
活

動
、
あ
る
い
は
行
事
や
部
活
動
を
通
じ
て
、

生
徒
の
批
判
的
、
協
働
的
、
創
造
的
思
考

力
を
ど
の
よ
う
に
高
め
て
い
く
か
を
考
え

て
い
く
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
教
育
の
質
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
武
内
校
長
）

＊　ベネッセ教材の１つで、問題発見・解決に必要な３つの思考力（批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力）を選択式、記述・論述式、質問紙で多面的に測るテスト。

指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て

教
師
間
で
の
共
有
化
を
図
る
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